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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
町
行
政
各
般
に
わ
た
り

温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
末
に
は
、
市
町
村
合
併
字
別

住
民
説
明
会
を
各
地
域
で
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
区
長
さ
ま
に
は
大
変

お
手
数
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
は
貴
重

な
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
、
重
ね
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
04
年
度
を
ス

タ
ー
ト
と
す
る
三
位
一
体
の
地
方
税

財
政
改
革
を
行
お
う
と
し
て
お
り
、

04
年
度
に
は
、
１
兆
円
の
国
庫
補

助
金
の
廃
止
・
縮
減
と
財
源
移
譲
を

実
施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

06
年
度
ま
で
に
廃
止
・
縮
減
の
検

討
対
象
と
な
る
補
助
負
担
金
は
、

20
兆
円
を
超
え
る
と
さ
れ
て
お
り

ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
ま
す
ま
す
地

方
自
治
体
の
行
財
政
改
革
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
た
め
に
も
市

町
村
合
併
を
促
進
し
、
行
政
コ
ス
ト

の
低
減
を
図
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
皆
さ
ま
か
ら
ご
要
望
の
強
か
っ

た
学
童
保
育
に
対
処
す
る
た
め
、
役

場
旧
庁
舎
跡
地
に
児
童
館
施
設
の
建

設
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
県
道
・
町
道
改

良
、
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
な
ど
の
基

盤
整
備
を
継
続
し
て
推
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
町
民
皆
さ
ま
の
ご
協
力

と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新 

春 

の

年頭のあいさつ

未
来
の
度
会
町
を
目
指
し
て

度
会
町
長

　

大　

野　

幸　

茂
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謹
ん
で
初
春
の
ご
祝
辞
を
申
し
上

げ
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
お
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

旧
年
中
は
町
行
政
各
般
に
わ
た
り
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
末
に
は
、
市
町
村
合
併
字
別

住
民
説
明
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
皆
さ
ま
の
ご

出
席
を
賜
り
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

今
年
は
、
合
併
に
向
か
い
町
議
会

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、
04
年
度
か
ら
三

位
一
体
の
地
方
税
財
政
改
革
を
行
お

う
と
し
て
お
り
04
年
度
か
ら
06
年
度

ま
で
に
廃
止
・
縮
減
の
検
討
対
象
と

な
る
補
助
負
担
金
は
、
20
兆
円
を

超
え
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
さ
ら
な

る
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
、
こ
の
た
め
に
も
市
町
村
合
併

に
よ
る
行
政
コ
ス
ト
の
低
減
と
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
が
急
務
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
地

方
財
政
の
な
か
で
、
選
り
す
ぐ
っ
た

事
業
の
実
現
を
図
る
た
め
、
町
執
行

部
と
と
も
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
ご
健
勝
、
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

抱 

負 

を語 

る

市
町
村
合
併
時
代
を
迎
え
て

度
会
町
議
会
議
長

　

大　

釋　

添　

治

3
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定例町議会を開催
平
成
15
年
第
４
回
度
会
町
定
例
町
議
会
は
、
去
る
12
月

12
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
の
７
日
間
で
開
催
さ
れ
、
条
例

の
改
正
案
や
補
正
予
算
案
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

定例町議会を開催

９
６
，
３
４
８
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
３
，
３
９
７
，
４
１
６
千
円
と

し
ま
し
た
。

項
目
別
の
主
な
内
容

衛

生

関

係

○
合
併
処
理
浄
化
槽
補
助

○
生
ご
み
処
理
機
導
入
補
助

農
林
水
産
業
関
係

○
乗
用
式
茶
摘
採
機
お
よ
び
乗
用

防
除
機
導
入
支
援

○
環
境
施
設
整
備
補
助

土

木

関

係

○
町
道
新
設
改
良
事
業

災

害

関

係

○
現
年
災
林
業
施
設
災
害
復
旧

特

別

会

計

６
，
０
９
０
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

れ
７
４
３
，
６
７
５
千
円
と
し
ま

し
た
。

１
，
６
８
６
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
１
６
９
，
２
２
３
千
円
と
し
ま

し
た
。

４
，
７
７
７
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

２
３
，
７
５
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

１
６
，
５
７
１
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
４
４
４
，
０
８
５
千
円
と

し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案

地
方
分
権
の
進
展
や
社
会
環
境

の
変
革
に
よ
る
、
多
様
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
要
請
に
対
応
し
、
行
政
事

務
分
担
の
明
確
化
を
は
か
る
も
の
。

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

　

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

◎
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

　

事
業
特
別
会
計
補
正
予

　

算
（
第
１
号
）

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
２
号
）

◎
度
会
町
課
設
置
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例



（№ 462） 4（№ 462）5

平成15年平成15年

第４回 度会町
一般会計
96,348千円を追加

第４回 度会町

企
画
広
報
課
が
防
災
・
情
報
課
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。（
詳
し
く
は

６
、
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
改
正
に
と
も
な
い
、
投

票
管
理
者
等
の
報
酬
に
関
す
る
条

例
を
改
正
す
る
も
の
。

三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
を

平
成
16
年
４
月
１
日
か
ら
設
立
す

る
た
め
、
議
決
さ
れ
た
も
の
。

平
成
14
年
度
の
度
会
町
一
般
会

計
お
よ
び
特
別
会
計
、
そ
れ
ぞ
れ

の
歳
入
歳
出
決
算
と
度
会
町
財
産

に
関
す
る
調
書
が
、監
査
委
員（
橋

本
和
さ
ん
、
福
井
秀
治
さ
ん
）
の

意
見
書
を
付
し
て
提
出
さ
れ
た
も

の
。度

会
町
教
育
委
員
会
委
員
に
大

西
久
司
さ
ん
（
棚
橋
）
を
選
任
す

る
た
め
の
同
意
を
求
め
た
も
の
。

度
会
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
改
正
に
と
も
な

い
度
会
町
防
犯
委
員
会
の
庶
務
の

担
当
課
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。

一

般

質

問

平
成
16
年
２
月
発
行
の
『
わ
た

ら
い
議
会
だ
よ
り
』
に
掲
載
さ
れ

ま
す
。

一
般
質
問
議
員

八
木　

淳
議
員

福
井
秀
治
議
員

芝
山
延
男
議
員

溝
口
周
生
議
員

◎
投
票
管
理
者
等
の
報
酬

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

◎
三
重
地
方
税
管
理
回
収

　

機
構
の
設
立
に
つ
い
て

◎
平
成
14
年
度
度
会
町
歳

　

入
歳
出
決
算
の
認
定
に

　

つ
い
て

◎
度
会
町
教
育
委
員
会
委
員

　

の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

　

め
る
こ
と
に
つ
い
て

◎
度
会
町
防
犯
委
員
会
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例

平
成
15
年
第
３
回
度
会
町
議
会

臨
時
会
が
、
去
る
11
月
28
日
に
召

集
さ
れ
、
会
期
１
日
間
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案

◎
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◎
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給

料
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
度
会
町
職
員
給
与
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

度
会
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
藤
田
幸
彦
さ
ん
を
選

任
す
る
た
め
、
議
会
の
同
意
を
求

め
た
も
の
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

平
成
15
年
度
度
会
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

第
３
回

度
会
町
議
会

臨
時
会
を
開
催
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度会町行政組織図
庁舎３階

町議会 議会事務局

庁舎２階

町長 助役 参事

総務財政課

防災・情報課

広域行政推進室

建設課

保健センター

教育委員会 教育長 教育課

生涯学習課

庁舎１階

町長 助役 町民課

健康福祉課

税務課

環境施設課

産業振興課

収入役 出納室　

議会事務局 町議会事務・選挙

児童館管理運営検討チーム

バザールわたらい管理運営検討チーム

行政係 庶務、人事

財政係 財政

防災情報係 消防、防災、統計、広報、情報公開

広域行政推進係 市町村合併・広域行政

建設係 公共土木、建築、河川、住宅

施設管理係 宮リバー度会パーク、ふれあい広場栗山等管理運営

保健センター 保健衛生

教育係 学校教育

給食センター 学校給食

生涯学習係 社会教育、社会体育、文化財保護

公民館 公民館等管理運営、施設貸出

戸籍住民係 戸籍、住民登録

年金保険係 国保、医療、国民年金

福祉係 社会福祉、介護保険、保育所

保健衛生係
 住民健康診査等、診療所

 子育て支援センター

住民税係 住民税

固定資産税係 固定資産税

環境施設係 水道、公害、環境保全、し尿、清掃

美化センター 廃棄物の処理および清掃

振興係 農業、耕地、農業委員会

農林施設係 治山、土地改良、林業、有害鳥獣駆除

商工観光係 商工、観光、イベント

出納係 会計・物品出納
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度会町役場 Eメールアドレス 電話番号 一覧表

１月から役場各課および各保育所などにメールアドレス
が設定されました。ご利用ください。

課　名 Eメールアドレス 電話番号

総務財政課 soumu@town.watarai.mie.jp ６２－１１１１

広域行政推進室 kouiki@town.watarai.mie.jp ６２－２４２３

防災・情報課 boujou@town.watarai.mie.jp ６２－２４２１

税務課 zeimu@town.watarai.mie.jp

６２－２４１４　住民税係 juuminn@town.watarai.mie.jp

　固定資産税係 kotei@town.watarai.mie.jp

町民課 tyouminn@town.watarai.mie.jp

　戸籍住民係  koseki@town.watarai.mie.jp ６２－２４１１

　年金保険係 nennkinn@town.watarai.mie.jp ６２－２４１２

健康福祉課 kenkou@town.watarai.mie.jp

６２－２４１３　福祉係 hukushi@town.watarai.mie.jp

　保健衛生係 eisei@town.watarai.mie.jp

保健センター hokenn@town.watarai.mie.jp ６２－１１１２

子育て支援センター kosodate@town.watarai.mie.jp ６２－１１１２

長原保育所 nagahara@town.watarai.mie.jp ６４－００２２

棚橋保育所 tanahashi@town.watarai.mie.jp ６２－００７４

中之郷保育所 nakanogou@town.watarai.mie.jp ６２－００７０

南中村保育所 nakamura@town.watarai.mie.jp ６５－０２６６

環境施設課 kannkyou@town.watarai.mie.jp ６２－２４１５

産業振興課 sanngyou@town.watarai.mie.jp

６２－２４１６
　振興係 shinnkou@town.watarai.mie.jp

　農林施設係 noushi@town.watarai.mie.jp

　商工観光係 shoukou@town.watarai.mie.jp

建設課 kennsetu@town.watarai.mie.jp

６２－２４２０　建設係 kenn-1@town.watarai.mie.jp

　施設管理係 kennshi@town.watarai.mie.jp

出納室 suitou@town.watarai.mie.jp ６２－２４１０

議会事務局 gikai@town.watarai.mie.jp ６２－１１１３

教育委員会　教育課 kyouiku@town.watarai.mie.jp ６２－２４２２

教育委員会　生涯学習課 shougai@town.watarai.mie.jp ６２－２４２２

町職員の人事異動 －１月１日付－

※（　）は前任

参事　　プロジェクトチーム担当

 喜多　嘉正（参事兼総務財政課長）

　　　　参事兼教育委員会教育課長［給食センター所長兼務］

 岡村　和重（議会事務局長）【昇格】

総務財政課　　　　課長 藤田　心作（広域行政推進室長兼企画広報課長）

　　　　主幹兼財政係長 山下　弘文（総務財政課財政係長）【昇格】

 福谷　千鶴（町民課）

 金高　久典（教育委員会教育課）

防災・情報課　　　課長 西岡　一義（建設課係長）【昇格】

　　　　　　　　　主幹［総務財政課兼務］

 坂谷　善三（総務財政課主査）【昇格】

　　　　　　　　　係長 山下　喜市（教育委員会施設課係長）

広域行政推進室　　室長 八木　一夫（建設課長）

税務課　　　　　　課長 山下　和行（産業振興課振興係長）【昇格】

　　　　　　住民税係長 西岡　富子（税務課係長）

　　　　固定資産税係長 西田　健　 （税務課主査）

町民課　　　　　　課長 高橋　伸雄（税務課長）

　　主幹兼年金保険係長 北村　晴紀（町民課年金保険係長）【昇格】

　　　　　戸籍住民係長 三上　節子（総務財政課主査）

健康福祉課　　　　課長 野呂　徹　 （町民課長）

　　　　　　　福祉係長 西村　嘉子（町民課戸籍住民係長）

環境施設課　　　　課長［美化センター所長兼務］

 長谷川晃一（健康福祉課係長）【昇格】

　　　　　　　係長心得 迫本　晃　 （環境施設課）

産業振興課　　　　課長 藤田　幸廣（環境施設課長）

　　主幹兼商工観光係長 岡村　哲也（企画広報課係長）【昇格】

　　　　　　　振興係長 岡谷　吉浩（教育委員会施設課主査）

 中野　咲　 （総務財政課）

建設課　　　　　　課長 登　喜三雄（産業振興課長）

　　主幹兼施設管理係長 中西　力　 （環境施設係長）【昇格】

　　　　　　　建設係長 中川美知彦（出納室係長）

出納室　　　　　　係長 上村　歌織（出納室主査）

 藤田　真弓（総務財政課）

教育委員会生涯学習課

　　　　　　　　　課長［公民館長兼務］

 西村　肇　 （教育委員会教育課長兼施設課長）

　　　　　　　　　係長　　野呂やよい（産業振興課主査）

議会事務局　　　　局長　　前田　保夫（健康福祉課長）
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総額　3,490,700,315円歳　出

民生費 675,393,940（19.4%）

教育費 516,139,597（14.8%）

総務費 481,234,006（13.8%）

土木費 419,494,567（12.0%）

公債費　398,978,512（11.4%）

衛生費　320,759,064（9.2%）

諸支出金　215,911,000（6.2%）

農林水産業費　193,063,250（5.5%）

消防費　160,592,936（4.6%）

議会費　69,541,425（2.0%）

災害復旧費　25,446,018（0.7%）

商工費　14,146,000（0.4%）

一般会計

（単位：円）（　）は構成比

総額　3,693,769,976円

一般会計

地方交付税　1,753,390,000（47.5％）

町　税　622,915,502（16.9%）

町　債　403.494.000（10.9%）

県支出金　156,418,245（4.2%）

国庫支出金　145,660,275（3.9%)

繰入金　142,419,143（3.9%）

繰越金　140,899,796（3.8%）

地方消費税交付金　61,343,000（1.7%）

分担金及び負担金　59,925,600（1.6%）

諸収入　49,072,133（1.3%）

財産収入　6,405,803（0.2%）

その他
 151,826,479（4.1%）

歳　入

（単位：円）（　）は構成比

地方譲与税 44,032,000
利子割交付金 12,174,000
自動車取得税交付金 30,376,000
地方特例交付金 26,389,000
交通安全対策特別交付金 799,000
使用料及び手数料 36,956,479
寄附金 1,100,000

平成13年度

平成12年度
平成10年度

平成11年度

平成９年度

0

10

20

30

40

50

4,776,335 4,044,929 4,310,934 3,972,905 5,058,504

4,674,523 3,919,525 4,165,176 3,689,492 4,917,604

歳入歳入

歳出歳出

億円

平成１４年度の度会町一般会計および特別

会計の歳入歳出決算が、平成１５年第４回度

会町定例町議会で承認されました。

町民税 272,818,220

固定資産税 287,921,250

町たばこ税 41,013,062町たばこ税 41,013,062町たばこ税 41,013,062

軽自動車税 20,200,970軽自動車税 20,200,970軽自動車税 20,200,970軽自動車税 20,200,970

特別土地保有税 962,000特別土地保有税 962,000特別土地保有税 962,000特別土地保有税 962,000

（平成14年度）

用語の説明
・地方交付税…町の財政力に応じて国から交

付されるお金

・国庫支出金…町事業に対する国からの補助

金等

・県支出金…町事業に対する県からの補助金

等

・町債…大きな事業などの財源とする町の借

入金

・地方消費税交付金…県の地方消費税額の２

分の１を町の人口および従業者数に応じて

県から交付されるお金

・地方譲与税…国が国税として自動車重量税

等を徴収し、町へ譲与されるお金

会　計　別　決　算 （単位：千円）

会　　計　　名 歳　　　入 歳　　　出 差　引　額 繰 越 財 源 実質収支額

一 般 会 計 3,693,770  3,490,700 203,070  55,744 147,326

国 民 健 康 保 険 651,131 590,669  60,462 0 60,462

簡 易 水 道 事 業 227,363 161,374 65,989 6,518 59,471

住 宅 新 築 資 金 等 19,079 18,949 130 0 130

老 人 保 健 事 業 873,580 807,700 65,880 0 65,880

福 祉 資 金 貸 付 事 業 236 0 236 0 236

介 護 保 険 事 業 407,426 398,032 9,394 0 9,394

町税の内訳 （単位：円）

一般会計決算過去５年間の推移 （単位：千円）
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総額　3,490,700,315円歳　出

民生費 675,393,940（19.4%）

教育費 516,139,597（14.8%）

総務費 481,234,006（13.8%）

土木費 419,494,567（12.0%）

公債費　398,978,512（11.4%）

衛生費　320,759,064（9.2%）

諸支出金　215,911,000（6.2%）

農林水産業費　193,063,250（5.5%）

消防費　160,592,936（4.6%）

議会費　69,541,425（2.0%）

災害復旧費　25,446,018（0.7%）

商工費　14,146,000（0.4%）

一般会計

（単位：円）（　）は構成比

総額　3,693,769,976円

一般会計

地方交付税　1,753,390,000（47.5％）

町　税　622,915,502（16.9%）

町　債　403.494.000（10.9%）

県支出金　156,418,245（4.2%）

国庫支出金　145,660,275（3.9%)

繰入金　142,419,143（3.9%）

繰越金　140,899,796（3.8%）

地方消費税交付金　61,343,000（1.7%）

分担金及び負担金　59,925,600（1.6%）

諸収入　49,072,133（1.3%）

財産収入　6,405,803（0.2%）

その他
 151,826,479（4.1%）

歳　入

（単位：円）（　）は構成比

地方譲与税 44,032,000
利子割交付金 12,174,000
自動車取得税交付金 30,376,000
地方特例交付金 26,389,000
交通安全対策特別交付金 799,000
使用料及び手数料 36,956,479
寄附金 1,100,000

平成14年度の主な事業

総務関係
・旧役場庁舎解体工事
・きらり千選案内看板設置

民生関係
・中之郷保育所改修事業

衛生関係
・美化センター施設新築工事
・パッカー車購入

土木関係
・浦ノ上橋（当津地区）整備事業
・火打石天祥橋架替事業
・度会町基本図作成業務

農林関係
・県営ふるさと農道整備事業（度会北部道
路開設工事）
・基盤整備促進事業（大久保地区）道路開
設工事
・県営ため池等整備事業（脇出頭首工）の
負担
・鮠川大橋補修工事

消防関係
・防災訓練の実施
・災害対策用備品購入事業

教育関係
・度会中学校屋内運動場大規模改造事業
・小中学校校舎内ＬＡＮケーブル工事

町民１人当たりの
町　税　額

65,784円
（基準：3月31日の人口）

町民１人当たりに
使われたお金

368,645円
（基準：3月31日の人口）

14年度末基金の状況（一般会計分）
（平成15年３月31日現在） （単位：千円）

基　　　金　　　名 現　　在　　高

財 政 調 整 基 金 ７１７, ３４０

町 債 管 理 基 金 ３４２, ５８７

教 育 施 設 整 備 基 金 １６９, ３０９

まちづくり施設建設基金 １９０, ０００

地 域 福 祉 基 金 １６７, １８５

そ の 他 目 的 基 金 １８１, ４５７

合 計 １, ７６７, ８７８

※基金は町の事業を行うために、積み立てたり、取り崩

したりするので、基金現在高は変動します。

14年度末地方債残高（一般会計分）（単位：千円）
区　　　　　　　分 現　　在　　高

一 般 公 共 事 業 債 ８２, ２３９

一 般 単 独 事 業 債 ８５１, ２５９

義務教育施設整備事業債 ３３１, ４７３

辺 地 対 策 事 業 債 ５７８, ５７３

災 害 復 旧 事 業 債 １２９, ８０８

厚生福祉施設整備事業債 ２０８, １６８

財 源 対 策 債 ６８, １４２

臨 時 財 政 特 例 債 ９２, ０８５

公共事業等臨時特例債 ８２３

減 税 補 て ん 債 ２３５, １５０

臨 時 税 収 補 て ん 債 ４２, ０３９

臨 時 財 政 対 策 費 ２５８, ６００

調 整 債 ２０, １１１

特定資金公共投資事業債 １, ９９４

合 　 計 ２, ９００, ４６４

※うち地方交付税措置があるもの ２, ６７０, １９１
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問１　あなたの『お住まい』は
　　　どちらですか？

問２ 内訳１　『必要である』と回答した理由は？

問２　現在の５町村において、今後、法定
　　　協議会を設置して市町村合併に至
　　　ろうとする取り組みについてどう
　　　思いますか？

問２ 内訳２　『必要ない』と回答した理由は？

内城田地区
49.9％

必要である
65.0％

必要ない
14.8％

重複回答
9.9％

わからない
5.4％

無回答 2.6％ その他 2.3％

中川地区
17.7％

小川郷地区
16.7％

無回答 2.9％

一之瀬地区
12.7％

0 50 100 150 200 250 300 350

0 50 100 150 200 250 300 350

無回答

その他

合併特例法期限が迫っているから

大きな市との合併では町はさびれ、　　　
特色などが引き継げないと思うから

自然環境や産業などがよく似ているから

住民サービスを低下して欲しくないから

将来性のある地域だと思うから

対等合併であるから

現状や経緯から必要性を感じるから

新しいまちづくりへのチャンスだから

孤立して欲しくないから

地方分権や少子高齢化社会に対応すべきであるから

無回答

その他

周辺部がさびれそうだから

町の歴史、文化、伝統などが失われると思うから

現在のすり合わせ内容に不満だから

住民の声が届きにくくなると思うから

合併すると不便になりそうだから

希望する枠組みではないから

5

14

135

146

202

217

232

265

294

310

311

339

2

13

16

26

44

54

73

118

町民の皆さんに合併問題に関するご理解と情報交流の機会として、去る１１月１０日から町
内各字の集会施設など３６会場で９４１人が参加し、住民説明会が開催されました。
また、今回は区長さん方にご協力をいただき、全世帯へ資料を事前配付し、同時に皆さんの

ご意向を伺う手法として『住民意向調査』が実施されました。

市町村合併に関する『字別住民説明会』を開催
わが町の合併を考える

～ 町内36会場で 941人が参加 ～

わが町の合併を考える

住民意向調査の中間集計結果について
今月号では、現時点における（１２月４日現在・集計数９５９）住民意向調査の中間集計結果の概要を紹介します。
なお、確定数値やご意見などにつきましては、集計を完了した時点で、広報紙『広報わたらい』などを通じお知ら
せする予定をしています。
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電子証明書を取得された人は、自宅のパソコンから行政機関の総合窓口『ｅ―Ｇｏｖ』のホームページを開き、

手続を進めることができます。現在、平成１６年２月から始まる国税の電子申告や、３月末以降順次開始される

パスポートの電子申請など、様々な機関で準備を進めています。

（注）住民基本台帳カードを利用するためのＩＣカードリーダライタや、必要なソフトを取得しておくなどの準

備が必要となります。

申請受付は役場町民課で行います。ご利用される本人が、住民基本台帳カードと写真付きの公的な身分証明書

（免許証など）を持参してください。手数料は、平成１６年３月末までは無料とし、４月以降は５００円を予定

しています。

※住民基本台帳カードの申請は既に昨年８月から行っています。申請いただいてから交付できるまでに２週間程

要しますので、ご了承ください。

◎公的個人認証サービスって？

インターネット上の手続きの場合、印鑑などを利用することができないので、そのかわりとなる『電子署名』

と『電子証明書』を電子的な申請書に添付し送信します。現在使用している印鑑と印鑑証明書のようなもので、

これらが添付された申請書は本人から送信されたものに間違いないことを証明できます。

電子証明書は住所地役場の窓口で、皆さんの住民基本台帳カードのなかに入れることができます。これが『公

的個人認証サービス』で１月中旬から開始されます。

☆インターネット上の行政機関の総合窓口『ｅ―Ｇｏｖ』のホームページアドレス http://www.e-gov.go.jp

※詳しくは、役場町民課戸籍住民係（６２―２４１１）まで、お問い合せください。

届
　
出

申請者 行政機関

なりすまし 改ざん

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

暗 

号 

化

× ×

◎公的個人認証サービスを利用するには？

◎何が便利になるの？
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平成１５年１０月から現在経過措置により、粗大ごみとして受け入れています家庭用パソコンは、資源の有効

活用により循環型社会をつくることを目的として、平成１６年４月１日から、美化センターおよび伊勢広域環境

組合清掃工場での受け入れができなくなります。

不要になったパソコンの再資源化に協力しましょう。

※家庭用パソコンを各メーカーでリサイクルする費用は、消費者の負担となります。

平成１５年１０月１日以降購入のパソコンについては、購入時にリサイクル費用も負担（ＰＣリサイクルマー

クのついたパソコン）していますが、平成１５年９月３０日以前に購入されたパソコンについては、廃棄時にリ

サイクル料金が必要になり、メーカーの回収システムによる手続きが必要になります。

今回、リサイクルの対象になるものは、デスクトップパソコン（本体）、ノートブックパソコン、パソコン用ディ

スプレイ（ブラウン管タイプおよび液晶タイプ）のほか、キーボード、マウス、ケーブルなどの付属品も対象と

なります。また、プリンタ、スキャナ、外付けドライブなどの周辺機器、フロッピーディスク、ＣＤ－ＲＯＭな

どの媒体、ワープロ専用機、携帯用モバイルなどは対象となりません。

廃棄手順と自主回収

①パソコンの各メーカーに回収の申し込みをします。

申込窓口は、各メーカーのホームページや製品のマニュアルチラシなどで公開されています。

②郵送による回収の申し込みは、リサイクル料金振込用紙で郵便局より支払います。

パソコンリサイクル費用
種　　　　　　別　 １台あたり（消費税別）

デスクトップパソコン本体

３，０００円ノートブックパソコン
液晶ディスプレイ
液晶ディスプレイ一体型パソコン
ブラウン管ディスプレイ ４，０００円ブラウン管ディスプレイ一体型パソコン

③パソコンなどを梱包し、料金振込み後に送られてくる『専用のゆうパック伝票』を見やすい位置に貼ります。

④梱包したものを最寄りの郵便局（簡易郵便局）に持ち込むか、戸口集荷を希望する場合は、ゆうパック伝票に

記載されている郵便局に依頼し、集荷をしてもらいます。

※パソコンのリサイクルに関する詳しい情報は、ＪＥＩＴＡ（電子情報技術産業協会 http://www.pc3r.jp）

のホームページから、ご覧になれます。

※詳しくは、役場環境施設課（６２－２４１５）まで、お問い合わせください。

平成１６年４月１日から、美化センターおよび伊勢広域環境組合清掃工場で

の家庭用パソコンの受け入れができなくなります。

『資源有効利用促進法』による
パソコンのリサイクル
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ごみの始末・・・
どうしていますか？

16
年
度
版

電
話
帳
を
作
成
し
ま
す

町
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ホ

ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
置
工
事
に
対

す
る
助
成
と
し
て
、
昨
年
９
月
か

ら
『
一
般
再
送
信
契
約
』（
月
額

:

８
０
０
円
）
か
ら
コ
ー
ス
変

更
お
よ
び
新
規
契
約
に
よ
り
ホ
ー

ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
置
工
事
を
行
う

場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助

成
金
と
し
て
交
付
し
て
い
ま
し
た
。

受
付
期
限
は
11
月
30
日
ま
で
と

設
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
よ
り
多

く
の
皆
さ
ん
に
町
行
政
放
送
『
わ

た
ら
い
ち
ゃ
ん
ね
る
』
を
視
聴
し

て
い
た
だ
き
た
く
受
付
期
間
を
延

長
し
ま
す
。

▽
受
付
期
限　

２
月
29
日
（
日
）

▽
助
成
内
容

す
で
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
設
置

済
み
の
一
般
再
送
信
契
約
者
な
ら

び
に
新
規
加
入
者
で
、
一
般
再
送

信
契
約
１
，
０
０
０
円
コ
ー
ス
も

し
く
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
契
約
３
，
０

０
０
円
コ
ー
ス
に
コ
ー
ス
変
更
・

新
規
申
込
す
る
場
合
の
ホ
ー
ム
タ

ー
ミ
ナ
ル
設
置
工
事
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

▽
助
成
金
額

ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
設
置
一

世
帯
あ
た
り
２
，
０
０
０
円
を
限

度
と
し
ま
す
。

▽
ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
置
費
用

・
コ
ー
ス
変
更
の
場
合

：

３
，
０

０
０
円
（
自
己
負
担
は
１
，
０

０
０
円
と
な
り
ま
す
）

・
新
規
申
込
の
場
合

：

１
０
，
０

０
０
円
〜
（
自
己
負
担
は
８
，

０
０
０
円
〜
と
な
り
ま
す
）

☆
新
規
申
込
の
場
合
は
、
別
途
引

き
込
み
工
事
費
な
ど
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
、
㈱
ア
イ

テ
ィ
ー
ビ
ー
ま
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
広
報
紙
『
広
報
わ
た

ら
い
』
平
成
15
年
９
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
㈱
ア
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
（

０

１
２
０
―
２
７
―
０
０
８
９
）

ま
た
は
、役
場
防
災
・
情
報
課
（


６
２
―
２
４
２
１
）
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
商
工
会
青
年
部
で
は
、
皆
さ

ま
の
ご
協
力
に
よ
り
過
去
５
回
の

発
行
で
、
好
評
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
『
町
内
私
製
電
話
帳
』
の

再
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
住

民
の
皆
さ
ま
か
ら
早
期
継
続
発
行

の
要
望
が
上
が
っ
て
参
り
ま
し
た

の
で
、
計
画
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

作
成
に
あ
た
っ
て
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

電
話
帳
（
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
）
を
参

考
に
し
ま
す
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
な
ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の

で
、
当
電
話
帳
に
掲
載
を
希
望
さ

れ
な
い
等
の
人
は
、
ご
連
絡
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
ご
連
絡
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
は
、

町
商
工
会
青
年
部
電
話
帳
作
成
委

員
会
（

６
２
―
１
３
１
３
）
ま
で
。

町の美化活動にご協力をお願いします。

不法投棄は法により罰せられます。

※詳しくは、役場環境施設課（６２－２

４１５）まで、お問い合わせください。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

ホ
ー
ム
タ
ー
ミ
ナ
ル

設
置
工
事
に
対
す
る

　
　
　

助
成
に
つ
い
て
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下
記
の
対
象
者
お
よ
び
日
程
で

確
定
申
告
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
ご
都
合
の
良
い
日
時
・
場
所

を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

各
会
場
で
は
、
１
日
２
回
申
告

内
容
別
に
、
説
明
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
必
ず
指
定
の
時
間
ま

で
に
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日
に
よ
り
申
告
相
談
内
容

が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
出
か
け
の
際
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
。作

成
し
た
確
定
申
告
書
は
そ
の

場
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
人


医
療
費
控
除
を
受
け
る
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
人


住
宅
ロ
ー
ン
で
住
宅
を
取
得
・

増
改
築
を
し
た
人
で
、
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
人

③
年
の
途
中
で
退
職
し
た
な
ど
、

会
社
で
年
末
調
整
を
受
け
な
か

っ
た
人


年
金
受
給
者
の
人

持
参
し
て
い
た
だ
く
書
類
等


源
泉
徴
収
票
（
２
か
所
以
上
か

ら
収
入
の
あ
る
人
は
、
す
べ
て

の
源
泉
徴
収
票
）


印
鑑
（
認
印
）

③
国
民
健
康
保
険
税
や
国
民
年
金

保
険
料
な
ど
社
会
保
険
の
年
間

支
払
額
の
わ
か
る
も
の


生
命
保
険
料
や
損
害
保
険
料
の

控
除
証
明
書


医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、

医
療
費
の
領
収
書

⑥
還
付
金
の
振
込
先
の
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の

所得税の確定申告
還付説明会のご案内

所得税の確定申告
還付説明会のご案内

所得税の確定申告
還付説明会のご案内

平
成
15
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

本
年
も
近
隣
市
町
村
で
開
催
さ
れ
る
『
確
定
申
告
説
明
会
』
も
利
用
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。

住
宅
取
得
・
医
療
費
控
除
・
年
金
受
給
者
・
会
社
を
中
途
退
職
さ
れ
た

人
は
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

度
会
町
会
場
は

2
月
9
日
（
月
）

　
　
　

役
場
2
階
大
会
議
室

※
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
る
人
は
別
途
次
の
書
類
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。


住
民
票
の
写
し


家
屋
等
の
登
記
簿
謄
（
抄
）
本

③
家
屋
等
の
売
買
契
約
書
ま
た
は

建
築
工
事
請
負
契
約
書
の
写
し


住
宅
等
取
得
資
金
に
係
る
借
入

金
の
年
末
残
高
等
証
明
書

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
役

場
税
務
課
（

６
２
―
２
４
１
４
）

ま
で
。

各会場での受付日時と申告相談内容
開始時間：午前10時・午後１時30分 １日２回開催

開催地 月　　日 会　　　場
午前の部

（午前10時）
午後の部

（午後１時30分）

伊 勢 市 ２月３日（火）
生涯学習センター

『いせトピア』
住宅取得者 住宅取得者

伊 勢 市 ２月４日（水）
生涯学習センター

『いせトピア』
年金受給者

中途退職者
医療費

二 見 町 ２月５日（木）
二見町
老人福祉センター

住宅取得者

中途退職者・医療費
年金受給者玉 城 町 ２月６日（金) 玉城町中央公民館 住宅取得者

度 会 町 ２月９日（月） 役場２階大会議室 住宅取得者

小 俣 町 ２月12日（木）小俣町中央公民館
医療費
年金受給者

住宅取得者
中途退職者

御 薗 村 ２月13日（金）御薗村役場２階講堂 住宅取得者
中途退職者・医療費
年金受給者

（注）説明会への途中参加はできませんので、必ず開始時間までにお集まりください。
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Ｑ　『バザールわたらい』は創立何年目になる
でしょうか？

　①5年目　　　②6年目　　　③9年目

度 会 町 ク イ ズ Vol.12

度会町クイズ 1 周年記念
度会町クイズは今回で掲載１周年を迎えることになり

ました。
掲載１周年を記念して今回はプレゼントクイズとします。
ふるってご応募ください。

◎プレゼント

クイズ正解者の中からバザールわたらい季節限定メ
ニュー『ぼたん鍋定食』のペア食事券を２組にプレゼン
トさせていただきます。
◎応募方法

①郵便番号　　　②住所　　　③氏名
④年齢　　　　　⑤クイズの答え
⑥広報わたらいへのご意見、ご感想
を記入し、ハガキ、ファックス、Ｅメールで（電話での

申し込みは除く）役場防災・情報課まで、お申し込み
ください。
◎申込期限　１月３０日（金）（当日消印有効）
◎役場防災・情報課

⑦住所　〒５１６―２１９５　度会町棚橋１２１５―１
⑧Ｆａｘ　６２―１６４７
⑨Ｅメールアドレス　boujo@town.watarai.mie.jp

☆当選の結果はプレゼントの発送をもってかえさせて
いただきます。

斎
王
ま
つ
り
出
演
者
お
よ
び
実
行
委
員
を
募
集

　

斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会

無
料
相
談
所
を
開
設

三
重
県
司
法
書
士
会
伊
勢
支
部

斎
王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
明

和
町
）
で
は
、
平
成
16
年
６
月
５

日
、
６
日
の
両
日
に
開
催
さ
れ
る

『
第
22
回
斎
王
ま
つ
り
』
の
出
演

者
、
ま
た
『
斎
王
ま
つ
り
』
の
実

行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

○
出
演
者

▽
募
集
内
容

・
斎
王
役
ほ
か
女
官
な
ど
（
女

性
）
18
歳
以
上
の
未
婚
の
女
性

20
人

・
近
衛
使
ほ
か
隋
人
な
ど（
男
性
）

18
歳
以
上
の
男
性
10
人

・
舞
人
（
女
性
）　

中
学
生
、
高

校
生
の
女
性
10
人

▽
申
込
期
限　

２
月
20
日
（
金
）

○
実
行
委
員
会

▽
募
集
内
容

男
女
、
年
齢
を
問
わ
ず
（
小
・

中
・
高
校
生
も
可
）
１
年
を
通
じ

募
集
し
ま
す
。

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
斎

王
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局（


５
２
―
０
０
５
４
）
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

三
重
県
司
法
書
士
会
伊
勢
支
部

で
は
『
相
続
・
贈
与
・
売
買
な
ど

の
不
動
産
登
記
全
般
、
会
社
の
設

立
・
増
資
・
役
員
の
変
更
な
ど
の

商
業
登
記
全
般
、
自
己
破
産
・
調

停
・
個
人
再
生
手
続
き
、
法
律
扶

助
の
方
法
、
訴
え
、
そ
の
他
裁
判

所
提
出
書
類
作
成
』
な
ど
、
皆
さ

ん
が
か
か
え
て
い
る
身
近
な
問
題

に
つ
い
て
、
無
料
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

▽
開
設
日
時　

２
月
１
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
開
設
場
所　

伊
勢
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
『
い
せ
ト
ピ
ア
』

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
司
法
書
士

会
伊
勢
支
部
（

７
２
―
０
５
１

０
・
２
１
―
３
１
２
０
）
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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

連
載

『
一
日
福
祉
体
験
教
室
』
感
想
文

度会学園へ行って

中川小学校　6年

森川　晶子さん

私
は
、
今
日
初
め
て
度
会
学
園

へ
行
き
ま
し
た
。
度
会
学
園
は
、

道
路
沿
い
に
あ
る
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
本
当
は
山

の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
周
り
に
は
、

た
く
さ
ん
の
自
然
が
あ
り
ま
し

た
。
私
は
、
た
く
さ
ん
の
自
然
に

か
こ
ま
れ
て
、
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。

度
会
学
園
は
、
私
が
予
想
し
て

い
た
建
物
と
は
、
全
然
ち
が
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
私
は
少

し
古
い
な
ぁ
と
心
の
中
で
思
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の
建

物
は
こ
の
建
物
で
い
い
と
思
い
ま

す
。最

初
は
、『
い
こ
い
の
場
』
と

い
う
所
で
、
園
長
先
生
た
ち
の
話

で
し
た
。
園
長
先
生
は
、
す
ご
く

度
会
学
園
の
人
た
ち
を
大
事
に
思

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
、
ゆ
っ
く
り
と

大
き
な
声
で
、
話
し
て
く
れ
た
の

で
、
す
ご
く
聞
き
や
す
か
っ
た
で

す
。次

に
、
度
会
学
園
の
人
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
作
業
を
し
ま
し
た
。

私
は
、『
や
ま
び
こ
』
グ
ル
ー
プ

で
し
た
。『
や
ま
び
こ
』
グ
ル
ー

プ
は
、
外
で
の
作
業
で
し
た
。

『
み
ど
り
』
グ
ル
ー
プ
も
あ
り

ま
し
た
。『
み
ど
り
』
グ
ル
ー
プ

は
、
中
で
の
作
業
で
し
た
。『
や

ま
び
こ
』
の
中
で
も
、
作
業
は
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
紙
と
木
に

別
れ
ま
し
た
。
私
は
、
木
の
作
業

を
や
り
ま
し
た
。
木
の
作
業
は
、

か
み
や
す
り
で
木
を
ピ
カ
ピ
カ
に

す
る
作
業
で
し
た
。
力
が
、
す
ご

く
い
る
作
業
で
し
た
。
で
も
、
や

っ
て
い
く
う
ち
に
楽
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
度
会
学
園

の
人
た
ち
と
も
話
が
で
き
、
仲
良

く
な
れ
た
の
で
、
す
ご
く
う
れ
し

か
っ
た
し
、
よ
か
っ
た
で
す
。
み

ん
な
、
す
ご
く
明
る
く
て
、
元
気

な
人
た
ち
な
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま

し
た
。

次
は
、
お
昼
ご
飯
で
し
た
。
お

昼
ご
飯
も
、『
い
こ
い
の
場
』
で
、
食

べ
ま
し
た
。
か
お
り
弁
当
で
し
た
。

す
ご
く
、
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
に
、
み
ん
な
で
食
べ
た
か
ら
、

も
っ
と
も
っ
と
ご
飯
が
お
い
し
く

感
じ
ま
し
た
。
で
も
、
お
茶
ば
か

り
飲
み
す
ぎ
て
、
ご
飯
が
は
い
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。
な
の
で
、
少

し
の
こ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
１
時
ま
で
休
け
い

を
し
ま
し
た
。
そ
の
時
間
は
、
と

も
だ
ち
と
し
ゃ
べ
っ
た
り
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
時
間
も
、
す
ご
く

楽
し
か
っ
た
で
す
。

１
時
か
ら
、
演
そ
う
を
始
め
ま

し
た
。
私
は
、
そ
ん
な
に
き
ん
ち

ょ
う
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
初
は
、

ピ
ア
ニ
カ
で
校
歌
を
演
そ
う
し
ま

東
海
地
域
新
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

三
重
県
予
選

去
る
11
月
、
明
和
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
三
重
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
の
主
催
に
よ
る
、
第
12
回
東

海
地
域
新
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
の
部

中
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
が
優
勝

こ
の
大
会
の
小
学
生
の
部
に
出

場
し
た
中
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
。
１
回
戦
は

シ
ー
ド
、
２
回
戦
を
町
内
一
之
瀬

エ
ン
ペ
ラ
ー
ズ
に
勝
利
し
、
決
勝

へ
勝
ち
進
み
ま
し
た
。

決
勝
戦
は
攻
守
と
も
に
互
角
で

接
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
中
川
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
は
、
１
点
差
で
み
ご
と
に
勝

利
を
勝
ち
取
り
、
小
学
生
の
部
に

お
い
て
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

中
学
生
の
部

度
会
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が

優
勝ま

た
、
同
大
会
中
学
生
の
部
に

お
い
て
、
度
会
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
部
は
、
全
試
合
失
点
０
、
準

決
勝
、
決
勝
戦
を
コ
ー
ル
ド
勝
ち

と
い
う
、
圧
倒
的
な
強
さ
で
優
勝

を
お
さ
め
ま
し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
山
下
真
愛
さ
ん

（
南
中
村
）
は
「
今
ま
で
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
で
き
ま
し
た
。
東
海

大
会
に
三
重
県
の
代
表
と
し
て
出

場
す
る
か
ら
に
は
優
勝
し
ま
す
。」

と
、
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
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はじめまして、けんとです。

いつも宮リバー度会パークへお散歩に出かけます。

僕を見かけたら、気軽に声をかけてね！

２月以降に満１歳を迎える子どもさんの写真を募集しています。

し
た
。
練
習
よ
り
、
上
手
に
で
き

ま
し
た
。
す
ご
く
、
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
次
は
、リ
コ
ー
ダ
ー
で
、

ラ
バ
ー
ス
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
を
演
そ

う
し
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
時
み

ん
な
の
前
で
し
ゃ
べ
っ
た
の
で
、

そ
れ
か
ら
き
ん
ち
ょ
う
し
て
き
ま

し
た
。
で
も
、
上
手
に
で
き
た
の

で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
最
後
は
、

こ
て
き
で
し
た
。
私
は
、
中
だ
い

こ
で
し
た
。
不
安
だ
っ
た
ド
ラ
ム

マ
ー
チ
は
、
失
敗
せ
ず
に
で
き
た

の
で
、
よ
か
っ
た
で
す
。
全
部
上

手
に
で
き
た
の
で
、
す
ご
く
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
度
会
学
園
の
人

た
ち
も
、
よ
ろ
こ
ん
で
い
て
く
れ

た
の
で
、
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

こ
の
と
き
、
き
て
よ
か
っ
た
な
と

思
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
度
会
学
園
の
人
た
ち

と
い
っ
し
ょ
に
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し

た
。
最
初
の
ゲ
ー
ム
は
、
わ
に
な

っ
て
、
ロ
ー
プ
を
も
ち
そ
れ
を
音

楽
に
あ
わ
せ
て
、
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ

し
て
い
っ
て
、
音
楽
が
と
ま
っ
た

と
き
に
、
ガ
ム
テ
ー
プ
の
所
を
つ

か
ん
で
い
た
ら
、
自
己
紹
介
を
す

る
ゲ
ー
ム
で
し
た
。
私
は
、
最
後

ぐ
ら
い
に
あ
た
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。
少

し
、
は
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
す

ご
く
、
ま
わ
す
の
が
、
速
く
て
つ

い
て
い
け
な
か
っ
た
で
す
。
次
の

ゲ
ー
ム
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
し

た
。
最
初
の
お
題
は
、
ス
ポ
ー
ツ

で
し
た
。
自
分
た
ち
、
思
い
う
か

ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
を
書
き
入
れ
て
、

そ
し
て
、
答
え
合
わ
せ
の
と
き
に

リ
ー
チ
や
ビ
ン
ゴ
に
な
っ
て
い
く

ゲ
ー
ム
で
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
っ
て
、

な
か
な
か
思
い
う
か
ば
な
い
ん
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
は
、

み
ん
な
で
協
力
で
き
ま
し
た
。
頭

の
体
操
に
な
り
ま
し
た
。
少
し
、

難
し
い
お
題
も
あ
り
ま
し
た
。
で

も
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
最
後
の

ゲ
ー
ム
は
、
ダ
ン
ス
で
し
た
。
私

た
ち
の
チ
ー
ム
か
ら
は
、
た
け
し

君
と
度
会
学
園
の
お
じ
い
さ
ん

が
、
１
人
で
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

体
に
ま
ん
ぽ
計
を
つ
け
て
、
音
楽

に
あ
わ
せ
て
お
ど
り
ま
す
。
そ
し

て
、
２
人
の
数
を
あ
わ
せ
て
い
く

ゲ
ー
ム
で
し
た
。
み
て
い
る
方
は
、

す
っ
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

度
会
学
園
の
人
た
ち
も
、
す
ご
く

楽
し
そ
う
に
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ゲ
ー
ム
が
終
わ
り
、
結

果
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
３
点
で
４
位
で
し
た
。
す
っ

ご
く
、
く
や
し
か
っ
た
け
ど
、
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、

福
祉
協
議
会
の
人
た
ち
に
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
ジ
ュ
ー
ス
を
も
ら
い

ま
し
た
。

次
は
、『
い
こ
い
の
場
』
に
も

ど
っ
て
、
反
省
会
を
し
ま
し
た
。

反
省
会
が
終
わ
っ
て
、
園
長
先
生

の
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
も
、

ゆ
っ
く
り
し
ゃ
べ
っ
て
く
れ
た
の

で
、
聞
き
や
す
か
っ
た
で
す
。
そ

し
て
、
帰
る
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

度
会
学
園
の
人
た
ち
と
さ
よ
な
ら

を
し
ま
し
た
。
私
は
、
度
会
学
園

の
人
た
ち
に
、「
ま
た
、
お
い
な

い
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
な
の
で
、

私
も
「
は
い
。」
と
答
え
ま
し
た
。

度
会
学
園
の
人
た
ち
は
、
す
ご
く

さ
み
し
そ
う
な
、
顔
を
し
て
こ
っ

ち
を
ず
っ
と
見
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
最
後
に
一
言
話
し
が
で
き

て
、
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、

バ
ス
に
の
り
ま
し
た
。
度
会
学
園

の
人
た
ち
は
、
な
に
か
言
っ
て
い

た
ん
だ
け
ど
、
バ
ス
の
中
に
い
た

の
で
、
全
然
聞
こ
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
度
会
学
園
の
人
た
ち
は
、
ず

っ
と
手
を
ふ
っ
て
い
て
く
れ
ま
し

た
。
な
の
で
、
私
た
ち
も
ず
っ
と

手
を
ふ
り
ま
し
た
。
今
日
は
、
す

ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
度
会
学

園
の
人
た
ち
と
会
話
が
、
で
き
て

本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、

先
生
が
い
っ
て
い
た
、『
か
べ
』

を
な
く
せ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
今
日
の
一
日

は
、
大
変
な
こ
と
も
、
あ
っ
た
け

ど
、
一
日
を
楽
し
く
過
ご
せ
て
、

本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

予
防
接
種

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
、
学
校

を
通
じ
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

日
本
脳
炎
、
二
種
混
合
の
予
防
接

種
は
、
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

ま
だ
接
種
を
さ
れ
て
い
な
い
人

は
、
次
の
接
種
年
齢
で
接
種
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
年
齢

を
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
と
任
意
の

予
防
接
種
に
な
り
自
費
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
日
本
脳
炎

・
２
期　

９
歳
〜
13
歳
未
満

・
３
期　

14
歳
〜
16
歳
未

※
２
期
、
３
期
の
対
象
者
は
、
１

期
（
基
礎
免
疫
）
が
完
了
し
て
い

る
人
に
限
り
ま
す
。

◎
二
種
混
合

・
11
〜
13
歳
未
満

※
１
期
（
二
種
、
ま
た
は
三
種
混

合
）
が
完
了
し
て
い
る
人
に
限
り

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
健
康
福
祉
課

（

６
２
―
２
４
１
３
）
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

竹内　健人くん
平成 15年１月 3日生まれ

（棚 橋）
父　憲生さん
母　香織さん
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度会高校を　　紹介

新校名について募集をしましたところ、度会・南島・南勢の３町合わせて５００を超える数多くの提案を

いただき、本当にありがとうございました。

南勢地域再編活性化協議会で審議してその中から適当なものを県教育委員会に提出し、『三重県立南伊勢

高等学校』となり、１２月県議会で条例改正が行われ、正式決定となりました。

県教育委員会の決定理由は「新しい校名は、伊勢の国の南に位置する高等学校という意味で、広い地域全

体を包含するイメージがあり、また『南』という言葉から明るいイメージが感じられる。３校の位置を表す

地理的な名称で、平凡かもしれないが誰でも理解できるわかりやすい名称である。」となっています。

新しい校舎制になりましても、以前と変わりませぬご指導、ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

町
教
育
委
員
会
、
小
中
学
校
で

は
、
学
校
運
営
を
支
援
い
た
だ
け

る
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

（
町
内
在
住
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ど
う
か
皆
さ
ん
の
お
力
を
お
貸

し
く
だ
さ
い
。

【
例
】

田
植
え
、
野
菜
作
り
、
ス
ポ
ー
ツ
、

図
書
館
の
司
書
、
俳
句
、
短
歌
、

昔
の
遊
び
、
昔
話
、
外
国
語
、
地

域
の
案
内
、
パ
ソ
コ
ン
の
指
導　

な
ど

※
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（

６
２
―
２
４
２
２
）
ま
た
は

各
小
中
学
校
ま
で
。

・
中
川
小
学
校
（

６
４
―
０
０

０
３
）

・
内
城
田
小
学
校
（

６
２
―
０

０
０
４
）

・
小
川
郷
小
学
校
（

６
２
―
０

０
８
９
）

・
一
之
瀬
小
学
校
（

６
５
―
０

０
１
２
）

・
度
会
中
学
校
（

６
２
―
０
１

９
４
）

新校名が決まりました
『三重県立南伊勢高等学校度会校舎』として出発します

度 会 校 舎

三重県立
南伊勢高等学校

育もう知性 鍛えよう心身

磨こう感性

「生きる力」の
トライアングル

南 勢 校 舎南 島 校 舎

度
会
町
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
知
ら
せ
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去る１２月９日、特別養護老人ホームわたらい緑清苑で、理容師・美容師で結成されるボランティアＢ＆Ｈ
グループが、入居者の散髪をしてくれました。
入居者の皆さんは「今日は短くしてください。」「散
髪は楽しみのひとつです。」と、理容師・美容師さん
たちと話しながら散髪を楽しんでいました。また、散
髪が終わると「さっぱりした。」「美しくなった。」と、
満面に笑みを浮かべてよろこんでいました。
Ｂ＆Ｈグループの皆さんは「入居者の皆さんがとて
もよろこんでくれるから、こちらも楽しいです。」「気
持ちの良い笑顔を見ることができてうれしいです。」
と、親切、丁寧に散髪をし、ボランティアに対する気
持ちを語ってくれました。

去る１１月２４日、ルネッサンスの森を会場に、宮川流域
ルネッサンス協議会主催による『シイタケ菌打ち体験』が開
催されました。
天候はあいにくの雨でしたが、参加者のほとんどが初体験
ということで「シイタケがこんなふうに作られているとは、
知りませんでした。」と、驚きの声があがっていました。
なれない手つきで菌打ち体験をした参加者たちの表情は新
鮮で、菌を打ち終えたほた木を持ち帰り、これから育ててい
くことに一つの楽しみを見つけたようです。

初体験　シイタケの菌打ちにびっくり

去る１１月３０日、華ぬくもり蓮の皆さんが特別養護老人
ホームわたらい緑清苑にてよさこいソーランを披露してくれ
ました。
スピード感のあるよさこいソーランに入居者たちからは

「楽しい踊りに見とれました。」「見ていると元気になれます。」
と、ときには拍手と歓声をあげ、会場は活気で溢れました。
また、華ぬくもり蓮の皆さんからはメンバー同士で「入居
者の皆さんが喜んでくれてよかった。」「手拍子をしてもらえ
てうれしかった。」と、暖かい気持ちが語られていました。

緑清苑にてよさこいソーランを披露

ボランティアＢ＆Ｈグループ

活気に溢れました
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趣味

映画鑑賞が趣味です。宮崎駿監督のジブリ
シリーズが好きで、特に『千と千尋の神隠
し』がお気に入りです。頼りなかった主人
公が強くなっていく姿が印象的です。

好きな異性
のタイプ

友達が多くて、子ども心を忘れない人が好
きです。芸能人ならトータス松本さんがタ
イプです。

休日の過ご
し方

友達と買い物や食べに行くことが多いで
す。イタリア料理が好きで、おいしいカル
ボナーラを出してくれるお店を探してい
ます。

町の好きな
ところ

町のイベントに参加することが好きです。
元気いっぱいのよさこいソーランからは
目が離せません。春まつりが楽しみで、待
ち遠しいです。

町に望むこと
もっともっと住民が参加していけるイベ
ントや行事を企画してほしいです。

か

がやけ！

　

た
らい

　
びと

山
やま

 本
もと

　千
ち

 晴
はる

 さん（棚 橋）　25歳／Ｏ型
毎週水曜日、内城田小学校体育館でチーム『クルー』に入れてもらって、バ

スケットボールを楽しんでいます。

経験問わず、女の子でも気軽に参加できる和気あいあいとしたチームです。

産
地
に
ふ
さ
わ
し
い
良
い
お
茶
を
栽
培

平
成
15
年
度
茶
品
評
会
の
褒
賞

伝
達
式
が
去
る
12
月
９
日
、
役
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

品
評
会
に
出
品
さ
れ
た
19
点
か

ら
関
西
品
評
会
で
７
点
が
入
賞
し
、

大
野
町
長
か
ら
賞
状
の
伝
達
と
町

か
ら
記
念
品
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
入
賞
者
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
、
産
地
に
ふ
さ
わ

し
い
良
い
お
茶
が
栽
培
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

入
賞
者
（
敬
称
略
）

○
全
国
茶
品
評
会

普
通
煎
茶
（
30
㎏
）
の
部

・
奨
励
賞　

内
城
田
西
部
製
茶
共

同
組
合

○
関
西
茶
品
評
会

普
通
煎
茶
の
部

・
１
等
３
位
（
農
林
水
産
省
生
産

局
長
賞
）

西
村　

壽
郎
（
大
野
木
）

・
１
等
17
位
（
日
本
茶
業
技
術
協

会
長
賞
）

中
村　

順
一
（
棚　

橋
）

・
２
等

西
村　

恭
志
（
大
野
木
）

・
３
等

畑
中　

藤
治
（
立　

岡
）

大
西　
　

保
（
棚　

橋
）

中
森　
　

慰
（
大
久
保
）

中
西　

善
行
（
平　

生
）
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材料（４人分）

とろろ芋 ２４０ｇ

ゆず 適量

ねぎ 適量

卵 １個

すまし汁

だし汁 ７２０

塩 ４ｇ

しょうゆ 小さじ１

と
ろ
ろ
芋
の
淡
雪
汁

作
り
方

今
回
は
郷
土
食
で
す
。

山
の
う
な
ぎ
と
も
言
わ
れ
る
と

ろ
ろ
芋
の
一
品
を
紹
介
し
ま
す
。

た
ん
ぱ
く
質
や
消
化
酵
素
ジ
ア

ス
タ
ー
ゼ
を
含
み
、
高
血
圧
予
防

や
疲
労
回
復
に
良
い
と
さ
れ
る
と

ろ
ろ
芋
。
種
類
も
様
々
で
す
が
、

工
夫
し
て
使
っ
て
ほ
し
い
食
材
で

す
。 シリーズ今夜の夕食

茶の実句会抄　12 月 18 日

西
野
た
け
し
指
導

横よ
こ

浜は
ま

の
夜や

景け
い

見み

惚ほ

れ
て
湯ゆ

冷ざ
め

せ
り

麻
加
江　

中
村　

和
代

野や
き
ゅ
う
し
ょ
う
ね
ん

球
少
年
今き

ょ

う日
は
烏え

帽ぼ

子し

の
神か

ぐ

ら楽
笛ぶ

え

立　

岡　

牧　

明
子　

虎も

が

り落
笛ぶ

え

研
ぎ
澄す

ま
さ
れ
し
鎌か

ま

の
月つ

き

大
野
木　

串
田　

冬
扇

茶ち
ゃ

の
花は

な

や
白し

ろ

の
い
や
増ま

す
雨あ

め

上あ
が

り

葛　

原　

中
井　

和
子

石つ

蕗わ

咲さ

き
て
海う

み

穏お
だ

や
か
に
女め

お
と
い
わ

夫
岩

棚　

橋　

松
本　

貞
子

切き
り

干ぼ
し

大だ
い

根こ
ん

日ひ

差ざ

し
を
溜た

め
し
筵

む
し
ろ

か
な

棚　

橋　

藤
井　

紫
光

古こ

稀き

二
ふ
た
り

人
錦き

ん
た
い
き
ょ
う

帯
橋
の
秋あ

き

惜お

し
む

麻
加
江　

辻
本　

正　

小こ

春は
る

日び

や
土ど

器き

に
墨ぼ

く

書し
ょ

の
淡あ

わ

き
文も

字じ

市　

場　

高
橋
花
寿
子


と
ろ
ろ
芋
は
す
り
お
ろ
す
。
ね

ぎ
、
ゆ
ず
は
細
か
い
千
切
り
に

し
て
お
く
。

②
卵
を
卵
白
と
卵
黄
に
分
け
る
。
卵

白
は
泡
立
て
て
メ
レ
ン
ゲ
状

に
、
卵
黄
は
綿
糸
卵
に
す
る
。

③
す
り
お
ろ
し
た
芋
を
４
分
の
１

ず
つ
お
椀
に
入
れ
、
す
ま
し
汁

を
注
ぎ
、
そ
の
上
に
泡
立
て
た

卵
白
を
浮
か
す
。


綿
糸
卵
、
ね
ぎ
、
ゆ
ず
を
彩
り

良
く
飾
る
。

郷　土　食
度会町食生活改善推進協議会

電
動
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
を

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
贈

度
会
町
商
工
会

今
年
で
第
４
回
目
と
な
っ
た
町

商
工
会
（
杉
本
喜
助
会
長
）
チ
ャ

リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
建
設
部

会
と
工
業
部
会
の
合
同
事
業
で
、

去
る
11
月
23
日
、
１
０
０
人
の
参

加
に
よ
り
浜
島
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ

ブ
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご

協
力
の
も
と
集
ま
っ
た
チ
ャ
リ
テ

ィ
募
金
で
購
入
し
て
い
た
だ
い
た

電
動
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
が
、
ゴ
ル
フ

の
表
彰
式
に
お
い
て
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
会
長
・
大
野
町
長
）
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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●問い合わせは、町保健センター（62－1112）まで●

保健だより掲示板保健だより掲示板

町のうごき
人　口　男　4,589（＋ 7） 出生　13

女　4,877（＋ 7） 死亡　 6
計　9,466（＋14） 転入　20
世帯数2,719（＋ 3） 転出　13

平成15年11月30日現在
（　　）内は前月比

メールでの相談も受け付けています　メールアドレス　kosodate@town.watarai.mie.jp

▽新年あけましておめでとうござ
います。２００４年最初の表紙は獅
子ヶ岳頂上から望む『日の出』です。
天空を朱に染めながら雲海の遥か彼
方から登り始める太陽は、その柔ら
かい光で見る見るうちに、度会の大
地へと広がり、新春の訪れを告げま
す▽写真を撮影した日は、午前５時
ごろルネッサンスの森から獅子ヶ岳
頂上を目指し登りはじめました。き
れいな星空に感激しながら登って
いるうちに、東の空がだんだん青白
くなってきたので、急いで頂上まで
登りました。太陽が顔を出すまで待
つこと約３０分。寒さに耐える厳し
い３０分でした。そしてついに６時
４５分ごろ、雲海から光がさし始め
ました。あまりにもの美しさに感動
し、シャッターを何回も切りました。
写真を撮り終え達成感を感じ、自分
へのご褒美にと頂上で食べたカップ
ラーメンの味は忘れられません。下
山するときには少し寂しく思い、し
ばらく景色を眺めていました。獅
子ヶ岳から見る景色は、本当に美し
いものです。ぜひ、登ってみてくだ
さい。▽皆さまにとって今年一年が
幸多き年でありますように・・・。
また、今年も広報紙『広報わたらい』
をよろしくお願いいたします。

●問い合わせは、町子育て支援センター（62－1112）まで●

子育て支援センター掲示板子育て支援センター掲示板

遊びのおやこサークル

２月12日（木）　《ひよこグループ》

２月13日（金）　《うさぎグループ》

時　間：午前10時00分～正午ごろ

場　所：町子育て支援センター

※初回のみ要申込み

わたっこ広場開放

２月５日（木）

２月19日（木）

時　間：午前10時00分～正午

場　所：町子育て支援センター

対　象：保育所に行っていないお子さん

すくすくタイム（わたっこ広場開放と同時開催）

２月５日（木）

時　間：午前10時00分～10時15分

内　容：絵本の読み聞かせ

２月19日（木）

時　間：午前10時00分～10時15分

内　容：子育て講話

１月の町税
町　県　民　税　第４期
国民健康保険税　第９期

11 月中に届出のあった方（敬称略）
子の名前 保護者名 字名
山中　星

せ い や

也 真　也 坂　井
山中　怜

れ な

奈 真　也 坂　井
田畑　真

ま え

映 浩　紀 大野木
西山　碧

あ お い

衣 吉　巳 小　川
加藤舞

ま り あ

莉亜 誠 中之郷
山崎　アディールメフムード
  愛 注連指
美濃部快

か い と

斗 秀　之 大野木
大西稀

き ら と

良斗 将　文 棚　橋
中西　美

み づ き

月 正　和 下久具
山西　音

お と や

也 浩 川　口
飯田　望

の あ

愛 真　弓 田　間
西村　壮

そ う や

矢 康 小　川
畑　まどか 一　平 棚　橋

11 月中に届出のあった方（敬称略）
 名　前　 年齢 字名
岡　福藏 ８２ 南中村
山本八千代 ９３ 平　生
田村　孫市 ９２ 茶屋広
中村　幹 ７４ 上久具
森田　　　 ８９ 田　口
北村　重夫 ８７ 長　原

受　付：午後１時00分～１時20分

場　所：町保健センター

対　象：平成14年６月・７月生まれの

お子さん

いきいきライフ教室

２月５日（木） 注連指農事集会所

 坂井公民館

２月10日（火） 長原公民館

２月12日（木） 大久保構造改善センター

 南中村公民館

２月17日（火） 田間公民館

２月19日（木） 日向集会所

 牧戸公民館

２月26日（木） 一之瀬公民館

 南中村公民館

時　間：午後１時30分～

内　容：健康体操、健康相談、レクリ

エーションなど

１歳６か月児健康診査
２月４日（水）

受　付：午後１時30分～２時00分

場　所：町保健センター

乳児健診の対象

原則として

・２か月児健診

平成15年12月生まれのお子さん

・７か月児健診

平成15年７月生まれのお子さん

・12か月児健診

平成15年２月生まれのお子さん

育児相談の対象：原則として偶数月生

まれの１歳までのお

子さん

※度会町カレンダーにてお知らせして

いる受付時間が変更になりました。ご

了承ください。

乳児健診および育児相談
２月2５日（水）

地区巡回広場わたぼうし

２月16日（月） 一之瀬公民館

２月23日（月） 麻加江生活改善センター

２月27日（金） 中央公民館

時間：午前10時00分～11時30分頃

内容：保育士による手遊び、自由遊びなど

対象：保育所に行っていないお子さん

時　間：午前９時30分～正午ごろ

場　所：町保健センター

対　象：平成15年２月１日～平成15年

５月31日生まれのお子さんを

持つ保護者

離乳食教室（後期・完了期）
２月３日（火）

いきいきライフ教室


